
日
経
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
中
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
連
携

エ
コ
シ
テ
ィ
ー
に
見
ら
れ
る
日
中
環
境
連
携
と
今
後
の
課
題

基
調
講
演

中
国
で
の
低
炭
素
社
会
構
築
に
お
け
る
日
本
の
役
割
と
は

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
講
演

特別協賛協力

後援協賛 曹妃甸新区
南堡経済開発区

広　　告
企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

vol.４

井
熊 

均
氏 

■
日
本
総
合
研
究
所 

執
行
役
員

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー 

所
長

環
境
都
市
に
先
端
技
術
投
入

醸
成
さ
れ
た
技
術
を
世
界
発
信

乾杯の発声を行う杜氏（左）とグラスを傾ける懇談会参加者

懇談会も盛況、南堡経済開発区主任のスピーチも

環境問題とエネルギー問題
技術普及で同時解決できる

小
宮
山 

宏 

氏 

■
三
菱
総
合
研
究
所 

理
事
長

東
京
大
学
総
長
顧
問

　地球温暖化問題とエネルギーの安全保障が世界各国でクローズアップされるな
か、非常に高い水準にあるといわれる日本の環境・エネルギー技術に期待が寄せ
られている。こうした背景を受け、日本経済新聞社は中国・新華社環球雑誌社と
ともに「世界環境ビジネスフォーラム２０１０in中国」（協力＝清華大学、特別
協賛＝世界省エネルギー等ビジネス推進協議会、ダイキン工業、電源開発、東京
電力、東芝、日本総合研究所、日立製作所、ヒートポンプ・蓄熱センター、三菱
商事、協賛＝曹妃甸新区南堡経済開発区、後援＝経済産業省、日本政策金融公庫 
国際協力銀行、日本経済研究センター）を９月19日に北京マリオットホテルノ
ースイースト（中国・北京）で開催。エネルギー需要の急増する中国と、日本が
環境・エネルギー技術でどう連携していくか、活発な意見が交わされた。本日は
その４回目として、基調講演やパネルディスカッションなどを採録する（10月
21日付本紙、「世界環境ビジネスフォーラム2010in中国vol.3」からの続き）。

ト
に
関
与
で
き
、
単
な
る
個
別
技

術
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
技
術
を
提
案
し
て
い
け
る
の
だ

と
考
え
る
。

の
が
、
日
本
の
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
の
高
さ
だ
。
効
率
の
良
さ

は
日
本
の
産
業
界
の
モ
ラ
ル
の
高

さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
高
く
、

効
率
化
に
よ
る
利
益
が
大
き
い
。

だ
か
ら
、
企
業
は
効
率
の
高
い
技

術
に
投
資
し
た
。
し
か
し
、
今
や

世
界
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が

上
昇
し
、
効
率
化
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
日
本
の
技
術
を
海
外
へ
移
転

す
れ
ば
、
導
入
国
は
利
益
を
得
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
地
球
環
境
保
全

に
寄
与
し
、
日
本
に
も
利
益
が
も

た
ら
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
環
境
問
題
は
21
世
紀
の

重
要
な
テ
ー
マ
だ
が
、
ほ
か
に
も

考
え
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
。
例
え

ば
高
齢
化
。
高
齢
化
は
文
明
化
の

結
果
で
あ
り
、
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
な
い
の
で
は
困
る
。

　

私
は
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
で
、
高
齢

者
も
参
加
で
き
、
人
が
成
長
で
き
、

雇
用
も
あ
る
社
会
を
、
プ
ラ
チ
ナ

社
会
と
名
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

今
後
世
界
は
そ
こ
に
向
か
う
と
信

じ
て
い
る
。

循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
」
の
３
つ
が

達
成
さ
れ
て
い
れ
ば
、
人
類
は
文

中
の
Ｃ
Ｏ
２　

濃
度
は
３
８
０　

に

ま
で
増
え
、
こ
れ
が
地
球
温
暖
化

を
招
い
て
い
る
。

　

私
は
２
０
５
０
年
を
ど
う
迎
え

る
か
で
人
類
の
未
来
が
決
ま
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
と
き
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
３
倍
」
「
非
化
石
系

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
２
倍
」
「
物
質

　

20
世
紀
は
人
類
活
動
の
膨
張
の

時
代
だ
っ
た
。
１
０
０
年
間
で
人

口
は
約
３
・
５
倍
、
穀
物
生
産
は

約
７
・
５
倍
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
20
倍
に
な
っ
た
。
人
類
活
動

の
膨
張
は
、
地
球
の
基
本
的
な
値

に
ま
で
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、

２
８
０　

で
安
定
し
て
い
た
大
気

　

現
在
中
国
は
空
前
の
環
境
都
市

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
が
、
こ
れ

に
は
３
つ
の
理
由
が
あ
る
。
１
つ

は
地
球
温
暖
化
抑
止
へ
の
政
府
の

取
り
組
み
が
真
剣
で
あ
る
こ
と
、

シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
５
つ
で
あ
る
。

１
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導

入
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

利
用
な
ど
へ
の
取
り
組
み
だ
。
２

に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
環
境
都
市
で

の
中
国
と
の
連
携
が
、
今
後
、
日

本
の
技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
た

め
の
重
要
な
戦
略
と
な
る
。

　

し
か
し
、
日
本
企
業
の
新
興
国

市
場
参
入
へ
の
取
り
組
み
は
、
概

し
て
遅
れ
て
い
る
。
以
前
は
新
興

国
に
対
し
日
本
の
一
世
代
前
の
技

術
を
移
転
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

多
か
っ
た
が
、
現
在
、
そ
れ
で
は

通
用
し
な
い
し
、
何
よ
り
意
味
が

な
い
。
こ
れ
か
ら
は
持
て
る
先
端

技
術
を
投
入
し
、
新
興
国
の
環
境

都
市
と
い
う
場
で
、
当
該
国
と
と

い
ず
れ
も
そ
う
で
、
後
は
買
い
替

え
需
要
が
あ
る
の
み
だ
。
自
動
車

需
要
が
伸
び
て
い
る
途
上
国
も
い

ず
れ
は
飽
和
す
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
金
属
な
ど
は
、

製
品
の
原
料
を
天
然
資
源
に
頼
ら

ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
ま
か
な
う
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、
鉄

を
天
然
資
源
か
ら
得
る
に
は
、
鉄

鉱
石
の
還
元
と
い
う
方
法
が
と
ら

れ
る
。
一
方
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
場

合
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
融
解
す
る
こ

と
で
鉄
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
。
こ

の
と
き
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
27
倍
も
の
差
が
あ
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
な
ら
、
27
分
の
１
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
鉄
が
得
ら
れ
る
の
だ
。

　

そ
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
３

倍
」
「
非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
２
倍
」
「
物
質
循
環
シ
ス
テ
ム

構
築
」
の
３
つ
が
達
成
で
き
れ
ば
、

途
上
国
の
先
進
国
化
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
も
た
ら
す
Ｃ
Ｏ
２　

排
出
の
増
加
も
、
十
分
相
殺
で
き

る
。
途
上
国
の
人
口
増
も
や
が
て

は
横
ば
い
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
高

効
率
な
技
術
や
製
品
を
い
か
に
普

及
さ
せ
る
か
だ
。
ヒ
ン
ト
に
な
る

も
に
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る

こ
と
が
重
要
な

の
だ
。
そ
こ
で

生
ま
れ
た
も
の

が
日
本
の
新
た

な
武
器
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
、

日
本
サ
イ
ド
は

官
民
、
業
界
の

垣
根
を
越
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
新
興

国
側
の
各
レ
ベ

ル
と
の
緊
密
な

連
携
を
作
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
う
し
て
こ

そ
日
本
企
業
は

新
興
国
の
上
位

政
策
の
立
案
か

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　世界環境ビジネスフォーラム終了後、会議場
横のレセプション会場で懇談会を実施。クロー
ジング講演講師の小宮山氏をはじめ、日中の政
府関係者、企業関係者のスピーチが行われた。
　乾杯の音頭を取った曹妃甸新区南堡経済開発
区管理委員会主任の杜少光（トゥー・シャオグ
アン）氏は、北京や天津から至近の地にあり、
優れた港湾を持つ曹妃甸の魅力を紹介。曹妃甸
が日中両国の経済協力を加速させる重要な地域

であること、南堡経済開発区には日本工業園を
設置し、積極的に日本企業誘致に取り組んでい
ることを語った。曹妃甸には今年8月、鳩山前
首相が訪問、日中両国が「曹妃甸エコ工業団地」
の整備を目指すことで合意している。
　参加者は曹妃甸をはじめとする、エコシティ
ーで日本と中国が連携、協力関係を結び、両国
がともに発展していくことを祈り乾杯。懇談会
がなごやかに行われた。

も
う
１
つ
は
中
国
の
資
源
制
約
で

あ
る
。
同
国
は
人
口
が
多
い
た
め
、

１
人
当
た
り
の
資
源
は
少
な
い
。

実
際
、
す
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入

国
と
な
っ
て
い
る
。
資
源
利
用
効

率
が
現
状
の
ま
ま
で
は
、
世
界
の

資
源
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、
中
国
の

成
長
も
鈍
化
し
て
し
ま
う
。

　

最
後
の
理
由
は
都
市
化
の
進
展

で
あ
る
。
現
在
で
も
毎
年
人
口
の

ど
う
し
て
も
必
要
な
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
環
境
都
市
開
発
の

資
金
の
多
く
が
政
府
が
捻
出
（
ね

ん
し
ゅ
つ
）
し
て
い
る
こ
と
を
心

配
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、

中
国
は
公
的
債
務
が
相
対
的
に
低

く
、
先
進
国
と
比
べ
財
政
は
健
全

だ
。
ま
た
、
土
地
の
バ
ブ
ル
性
も

深
刻
な
も
の
で
は
な
い
。

　

環
境
都
市
で
検
討
さ
れ
て
い
る

つ
め
は
水
シ
ス
テ
ム
。
水
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
雨
水
の
利
用
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
３
つ
目
は
交
通
シ
ス

テ
ム
。
以
前
は
地
下
鉄
な
ど
の
軌

道
交
通
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
に
来
て
電
気
自
動
車
に
注
目

が
集
ま
り
、
多
く
の
事
業
が
実
証

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
４
つ
目
が
建
築

設
計
で
あ
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
や
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
そ
の
な
か

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
開
発
の
中
心
だ
。
最
後
が
資
源

循
環
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
リ
サ
イ
ク
ル
率
60
％
と
い
う
高

い
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に

即
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

以
上
の
取
り
組
み
は
レ
ベ
ル
も

大
変
高
く
、
今
後
の
世
界
の
都
市

の
あ
り
方
を
リ
ー
ド
す
る
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
企
業

約
１
％
の
人
々

が
農
村
か
ら
都

市
へ
と
移
動
し

て
お
り
、
そ
の

受
け
皿
と
な
る

都
市
や
雇
用
が

ま
た
、
金
属
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
確
立
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減

明
を
維
持
し
、
発
展
で

き
る
。
こ
れ
が
私
の
20

年
前
か
ら
の
提
案
「
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

達
成
に
よ
っ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
や
鉱
物
資

源
枯
渇
の
問
題
、
地
球

温
暖
化
の
問
題
は
同
時

に
解
決
で
き
る
。

　

私
は
い
ず
れ
の
目
標

も
実
現
可
能
性
の
高
い

数
値
だ
と
考
え
る
。

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

３
倍
」
は
、
日
本
の
製

鉄
や
セ
メ
ン
ト
生
産
技

術
、
さ
ら
に
は
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
、
電
気
自
動
車

な
ど
の
世
界
へ
の
普
及

に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
。

少
さ
せ
る
。

　

「
非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

及
は
、
２
人
に
１
台
く
ら
い
に
な

る
と
止
ま
る
。
現
在
の
先
進
国
は

２
倍
」
は
原
子
力
や
太

陽
光
、
風
力
発
電
の
利

用
で
達
成
可
能
だ
。
出

力
変
動
が
激
し
く
導
入

が
難
し
い
と
さ
れ
た
太

陽
光
や
風
力
発
電
も
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
よ

る
制
御
の
実
現
で
、
導

入
が
可
能
に
な
る
。

　

「
物
質
循
環
シ
ス
テ

ム
構
築
」
の
完
成
は
、

人
類
が
天
然
資
源
を
永

久
に
掘
り
続
け
る
必
要

が
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
な
ぜ
な
ら
人
工
物

は
い
ず
れ
飽
和
し
、
す

べ
て
の
資
源
が
リ
サ
イ

ク
ル
で
ま
か
な
え
る
よ

う
に
な
る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
自
動
車
の
普

ｐ
ｐ
ｍ

ｐ
ｐ
ｍ

日
本
サ
イ
ド
の
垂
直
方
向
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

新興国との
    水平方向連携

上位政策

首  長

事業責任者

部門長

担当者

政  策

事業の企画

基本計画

設計・建設

運  営

政治

省庁

地方自治体

金融機関

商社  不動産会社

設計会社

シンクタンク・
コンサルティング会社

エンジニアリング会社

設備メーカー

（出典：日本総合研究所）■環境都市におけるアライアンス構造



エ
コ
シ
テ
ィ
ー
創
造
に
向
け
た
日
中
環
境
連
携
の
た
め
の
具
体
的
方
策
を
探
る

出
席
者

広　　告

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

中国で成功
躍進する企業の
共通点とは

中国は先端技術を
大いに求めるが
そこには競争もある

強
い
現
地
の
裁
量
、平
等
な
人
事
、人
材
教
育

海
外
に
根
付
く
企
業
に
は
理
由
が
あ
る

周 

牧
之
（
ジ
ョ
ウ
・
ム
ウ
チ
ー
）
氏

東
京
経
済
大
学 

教
授

岡
田
慎
也 

氏

ダ
イ
キ
ン
工
業 

常
務
執
行
役
員

井
熊 
均 
氏

日
本
総
合
研
究
所 
執
行
役
員

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー 
所
長

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
パ
ネ
リ
ス
ト

杜 

鵬
飛
（
ト
ゥ
ー
・
パ
ン
フ
ェ
イ
）
氏

清
華
大
学 

環
境
科
学
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
部

環
境
シ
ス
テ
ム
分
析
所 

所
長

先端技術が集まる場に技術を投入
新たなイノベーションを期待

岡田 氏

製品がよければ売れる――
そう考える企業は根付かなかった

周 氏

日本は技術に優位性を持つが
市場でも優位性があるとは限らない

杜 氏

目先の事業機会を追うのでなく
本気でグローバル化を考えるべき

井熊 氏

井熊 氏（コーディネーター） 杜 氏 周 氏 岡田 氏

テ
ナ
ン
ス
の
中
で
、
そ
の
国
で
の

空
調
機
の
使
わ
れ
方
や
ニ
ー
ズ
を

つ
か
ん
で
い
っ
た
。

　

周　

実
は
80
年
代
、
日
本
の
家

電
メ
ー
カ
ー
が
数
多
く
中
国
に
進

国
と
の
関
係
作
り
に
非
常
に
熱
心

で
あ
る
。
幾
度
も
大
臣
が
訪
中
し
、

交
流
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ

タ
リ
ア
政
府
は
約
２
８
０
０
万
ユーロ

を
出
資
し
て
、
清
華
大
学
に
ビ
ル

を
建
設
し
、
そ
れ
を
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
化
し
て
い
る
。
こ
れ
が
非
常
に

よ
い
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

岡
田　

周
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、

当
社
で
は
日
本
側
か
ら
中
国
に
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
指
し
図
を
行
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
場
が
一
番
、

市
場
を
知
っ
て
い
る
し
、
地
元
で

の
潜
在
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
と

考
え
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
欧
州
で

も
米
国
で
も
同
じ
で
あ
る
。

　

杜
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
中
国
は
環
境
都
市
の
構
想
を
ず

い
ぶ
ん
早
く
か
ら
温
め
て
い
た
こ

と
を
知
っ
た
。
エ
コ
シ
テ
ィ
ー
建

　

井
熊　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
の
感
想
や

意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ
リ
ス
ト

に
う
か
が
い
た
い
。

　

周　

ダ
イ
キ
ン
の
成
功
に
は
や

は
り
理
由
が
あ
る
と
感
じ
た
。
私

は
多
く
の
日
本
企
業
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
て
き
た
が
、
成
功
企
業
に

は
共
通
点
が
あ
る
。
１
つ
は
意
思

悟
が
必
要
だ
。

　

私
は
日
本
企
業
は
、

中
国
で
成
功
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
に
は
、

そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
が

必
要
だ
。
日
中
間
の

決
定
を
現
場
に

任
せ
る
体
制
だ
。

逆
に
う
ま
く
い

か
な
い
企
業
は

本
部
指
導
型
。

末
端
の
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
日

本
で
仕
切
る
。

　

２
つ
目
は
人

事
制
度
で
あ
る
。

日
中
の
社
員
の

平
等
性
を
強
調

す
べ
き
だ
。
ダ

イ
キ
ン
の
場
合
、

現
地
企
業
の
副

社
長
に
は
中
国

人
が
何
人
も
い

る
。
お
そ
ら
く

近
い
う
ち
社
長

も
登
場
す
る
だ

ろ
う
。

　

も
う
１
つ
は

相
手
の
い
い
と

こ
ろ
を
見
る
こ

と
だ
。
ダ
イ
キ

ン
は
珠
海
格
力

電
器
と
い
う
パ

ー
ト
ナ
ー
選
び
で
も
成
功
し
て
い

る
。

　

杜　

私
も
パ
ー
ト
ナ
ー
選
び
が

非
常
に
重
要
だ
と
思
う
。
一
企
業

が
異
文
化
環
境
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
興

す
の
は
、
単
独
で
は
難
し
く
、
地

元
政
府
や
企
業
と
の
交
流
、
協
力

関
係
作
り
が
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
政
府
同
士
の
交
流
が
大
切

だ
。
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
政
府
は
中

設
は
、
当
社
の

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

や
イ
ン
バ
ー
タ

ー
を
生
か
す
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
が
、

先
端
技
術
が
世

界
中
か
ら
一
堂

に
会
す
る
場
だ

と
い
う
こ
と
が

さ
ら
に
重
要
だ
。

そ
こ
へ
参
入
す

る
こ
と
で
当
社

の
機
器
や
技
術

に
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が

起
き
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
だ
。

　

井
熊　

日
本

の
技
術
の
強
み

は
、
先
端
技
術

も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
管
理
や

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
る
と
い

う
話
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
分

野
で
は
日
中
協
力
の
余
地
が
多
く

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

岡
田　

当
社
の
扱
う
空
調
機
に

は
据
え
付
け
と
い
う
技
術
が
必
要

で
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
こ
で
、
後
発
の
当
社

で
は
工
場
建
設
と
同
時
に
研
修
所

を
造
り
、
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
養
成

し
た
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
や
メ
ン

出
し
て
き
て
い

た
。
一
時
は
成

功
し
た
が
、
90

年
代
に
中
国
メ

ー
カ
ー
が
台
頭

し
、
多
く
の
日

本
企
業
が
シ
ェ

ア
の
大
幅
縮
小

を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
の
大

き
な
理
由
が
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
差
だ
っ
た
。

多
く
の
日
本
企

業
は
製
品
が
よ

け
れ
ば
売
れ
る

と
考
え
、
物
だ

け
を
輸
出
し
て

き
た
が
、
そ
れ

で
は
根
付
か
な

か
っ
た
。
一
方
、

ダ
イ
キ
ン
は
中

国
で
人
材
を
育

て
た
。
ま
た
、

岡
田
氏
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
あ
っ
た

「
原
産
主
義
」
な
ど
の
効
果
で
、

中
国
で
の
現
地
化
を
果
た
し
、
企

業
と
し
て
定
着
し
た
わ
け
だ
。
そ

し
て
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
重
視

し
て
い
る
。

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
提

案
を
行
う
場
合
、

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
部
分
は
当
社

が
得
意
な
分
野

だ
が
、
照
明
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
は
な
い
。
そ

れ
な
の
に
無
理

に
１
社
だ
け
で

解
決
し
よ
う
と

す
る
と
、
途
端

に
う
ま
く
い
か

な
く
な
る
。
当

社
で
は
こ
れ
を

“
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
ジ
レ
ン

マ
”
と
呼
ん
で

い
る
。

　

エ
コ
シ
テ
ィ

ー
の
よ
う
な
複

合
シ
ス
テ
ム
の

場
合
、
数
社
が

得
意
分
野
を
持

ち
寄
れ
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を

作
っ
た
り
、
あ
る
い
は
行
政
が
リ

ー
ド
す
る
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
仕

組
み
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

井
熊　

エ
コ
シ
テ
ィ
ー
建
設
に

対
す
る
中
国
側
の
日
本
に
対
す
る

期
待
感
と
い
う
の
は
あ
る
か
。

　

周　

技
術
、
製
品
、
理
念
、
日

本
企
業
は
た
く
さ
ん
の
い
い
も
の

を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
を

中
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
岡
田
氏
の
い

う
よ
う
に
高
い
技
術
を
持
っ
た
日

中
の
企
業
が
集
ま
り
、
技
術
を
シ

ェ
ア
し
、
互
い
に
貢
献
し
な
が
ら

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
る
エ
コ
シ
テ

ィ
ー
を
作
り
上
げ
る
。
そ
ん
な
覚

　

杜　

環
境
保
護
技
術
、
と
く
に

水
処
理
や
ご
み
処
理
な
ど
に
、
日

本
は
高
い
技
術
を
持
ち
、
非
常
に

い
い
業
績
を
残
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
水
処
理
膜
の
技
術
で
は
世
界

的
に
優
位
な
位
置
に
あ
る
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の

分
野
で
の
日
本
企
業
の
進
出
は
多

く
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
欧
州
企
業
の
後

じ
ん
を
拝
し
て
い
る
。
周
氏
の
い

う
よ
う
に
、
い
く
ら
製
品
が
よ
く

て
も
、
参
入
意
欲
が
足
り
な
け
れ

ば
、
国
際
市
場
で
の
シ
ェ
ア
は
獲

得
で
き
な
い
。

　

井
熊　

環
境
都
市
の
よ
う
な
複

合
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
入
だ
と
、
企
業
１
社

だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
と

思
う
。
そ
の
辺
は
ど
う
取
り
組
む

べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

岡
田　

課
題
に
対
す
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
は
見
つ
け
ら
れ
る
が
、

自
社
の
技
術
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
案
件
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ビ

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

広　　告

vol.４

清華大学 杜 氏

都市部への人口流入
解決策としてのエコシティー

中国のエコシティーの歩みと展望

ダイキン工業 岡田 氏

「現産主義」と「マザー機能の活用」で海外進出
地球環境に貢献するダイキン工業のグローバル戦略

東京経済大学 周 氏

日本停滞の最大の理由は
グローバル化の失敗だ

日本企業の中国進出はなぜうまくいかないか

で
あ
る
。
新
た
な
住
民
の
た
め
の

都
市
づ
く
り
と
、
古
い
都
市
の
改

造
の
双
方
が
必
要
だ
。
第
11
次
５

カ
年
計
画
で
中
国
は
、
省
エ
ネ
と

主
要
汚
染
物
の
排
出
削
減
に
関
す

る
目
標
を
立
て
た
。
そ
の
実
現
の

た
め
我
々
は
自
国
の
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
各
国
の
技
術
を
求
め

て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
競
争
も
あ

る
。
日
本
に
は
技
術
や
管
理
ノ
ウ

ハ
ウ
に
大
き
な
優
位
性
が
あ
る
。

自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
の
早
期
締
結

が
急
が
れ
る
。

　

杜　

中
国
の
エ
コ

シ
テ
ィ
ー
建
設
は
一

時
の
こ
と
で
は
な
く
、

長
期
的
な
取
り
組
み

そ
の
優
位
性
を
市
場
で
の
優
位
性

に
転
換
さ
せ
れ
ば
、
日
中
連
携
は

さ
ら
に
進
む
に
違
い
な
い
。

　

井
熊　

中
国
で
は
す
で
に
半
世

紀
に
も
わ
た
っ
て
エ
コ
シ
テ
ィ
ー

建
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本

も
長
期
的
な
展
望
を
持
っ
て
、
こ

こ
に
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
企
業
も
目
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
創
出
で
は
な
く
、
こ
れ
を
機
に

本
気
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す

べ
き
だ
。

　

日
中
が
連
携
す
る
こ
と
で
世
界

に
誇
れ
る
環
境
都
市
が
構
築
で
き
、

そ
の
成
果
が
新
興
国
を
含
め
た
世

界
に
広
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
将

来
を
期
待
し
た
い
。

　地球環境問題や、資源枯渇の問題を受け、最近、多くの
生態城（エコシティー）が中国に生まれている。意外かも
しれないが中国でのエコシティーという考え方は古く、１
９６０年代に生まれている。そして半世紀、さまざまな試
みが行われてきた。私は技術面ではなく、政策という観点
から中国のエコシティーを考察したい。
　エコシティー推進の政府機関が中国には少なくとも２つ
ある。環境保護部と住宅都市農村建設部である。
　国家環境保護総局（現環境保護部）では80年代に都市
問題を重視する動きが生まれ、84年に最初の都市生態学
シンポジウムを開催している。そして86年、江西省宜春
市で最初のエコシティー建設に着手。これは試行錯誤のう

や在庫のリスクヘッジのほか、供給リード
タイムの短縮などである。もう１つは「国
内拠点のマザー工場化」だ。研究開発や生
産技術開発を日本で行い、海外拠点にこれ
を水平展開するわけだ。ただし、中国拠点
では、もはやこれは当てはまらない。技術
や人材面での中国のポテンシャルは大きく、
今後は中国での研究開発や技術開発が進む
だろう。
　現在、当社はいくつかの経営課題を抱え
ている。とりわけ中国での市場拡大は重要
だが、中国との連携は、それを解決するに
とどまらない。例えば、インド、ブラジル
市場の開拓などの解決の鍵も、中国での研
究開発や技術開発が握っていると考えてい
る。

　１９２４年に大阪
で創業。以来、当社
は着実に事業を拡大
し、現在は中国をは
じめとするアジア、
オセアニア、欧州、
米国などで、グロー
バル事業を展開して
いる。また、世界の
生産・販売拠点では、
さまざまな国籍の従
業員、約３万９００
０人が働いている。
　業務の約９割が空
調冷凍事業であることも当社の特徴だ。空
調機器に関しては大小さまざまな商品を世
に送り出しているが、その心臓部であるヒ
ートポンプ、また、それを制御するインバ
ーターが当社のコア技術である。
　現在、進めているのは「新しい商品の創
造」と「新しい市場の創造」という２軸で
の戦略だ。具体的には、ヒートポンプ技術
を使った暖房・給湯事業（新商品）への本
格参入、またインバーターを使った省エネ
商品の全世界（新市場）への普及・拡大を
目指す。いずれも当社のコア技術を生かし、
環境保全を実現する事業である。
　生産戦略としても２つの柱を持つ。１つ
が「現産主義」だ。ある地域で販売する商
品はその地域で生産する。狙いは為替変動

ちに終わったが、先鞭（せんべん）をつけた意義は大きい。
　99年、国家環境保護総局が33の県、市、地域を国家
レベルのエコモデル地区として認定。２００３年８月には
エコシティーの建設指標28項目を公布、さらに06年に
はエコシティーの評価基準も公布している。これら指導の
もと、08年には江蘇省の蘇州、山東省の威海など、６市
がエコシティーが認可された。また、08年には28項目
だった建設指標が19項目に削減。指標が多く、具体的な
作業が滞りがちになったためである。このような政策のも
と、現在は９省がエコシティー建設に取り組んでいる。
　中国では、今後20年で約４億人が新たに都市の住民と
なる。そのための住宅と雇用創出のためにも、エコシティ
ー建設は重要な政策だ。また、エコシティーが本当に地球
環境問題の解決に資するよう誘導するのも政策の役割だ。
さらに、行政側が考えるエコシティーと、技術的に可能な
エコシティーとのすり合わせも政策課題である。

　日本には優れた技術を持つ企業があり、中国にはそれを
生かせる巨大市場がある。しかし、中国で活躍する日本企
業はそう多くない。なぜなのか。私は４つの点を訴えたい。
　１つ目は重要性の認識である。１９７９年、社会学者エズ
ラ・ヴォーゲルの著書「ジャパン・アズ・ナンバーワン」が
ベストセラーとなった。しかし日本人はその副題が「アメリ
カへのレッスン」だったことを忘れている。同書は米国人
に自らの失敗を認識させる本である。米国人は日本に負け
たことの重要性を認識し、真剣に反省した。だから、その後
ＩＴ（情報技術）革命に成功し、現在も主導権を握り続ける
のだ。一方、現在の日本で、中国がなぜ急成長を遂げ、日本
は停滞しているのかが真剣に論じられることはあまりない。

　２つ目は心構え。相手を見るときは、相手のいい部分に
目を向けたい。日本は中国市場の悪い点ばかり強調する。
企業はそれをビジネス不振の理由にしてしまっている。
　３つ目は、日本人の異文化交流の苦手さだ。国内の文化
的差異が小さいためか、日本人は異文化との積極的な交流
を避ける。せっかくＭＩＴやハーバード大学に留学しても、
同国人で固まっているのでは、何にもならない。
　４つ目は、他国でビジネス展開する「決心」が日本に足
りないことだ。日本で成功した経営スタイル、組織構造、
ビジネスモデルをそのまま他国に持ち込んでも、成功はで
きない。とくに中国市場は日本とは性格が違う。
　89年のベルリンの壁崩壊、本格的なグローバリゼーシ
ョンがスタートし20年がたった。その間、世界経済は３
倍、中国は20倍に成長した。しかし、日本は横ばい状態
だ。その最大の理由はいまだ日本がグローバル化していな
いからだ。その原因が私の指摘した４点だと思う。

（
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●全世界で３兆円規模（2008年：ダイキン推定）

温水
暖房
205

北米市場
約6056億円

欧州市場
約１兆3000億円

中国市場
約4241億円

豪州市場
約794億円

日本市場
約3249億円

Air
to Air
ヒート
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給湯
474

暖房
320

床暖房
233

地
域
暖
房

暖
房

（エコキュート）

ヒートポンプ
給湯

給湯
1954

給湯
4008給湯

3300給湯
2735

1295

低温水
暖房

床暖房
2950

高温水
暖房

6750

1564

1552

（単位：億円）

■世界の暖房・給湯市場規模
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